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１．はじめに
　戦後日本の急速な衣生活改善の結果，伝統的衣装であ
る着物が行事以外ではほとんど着られなくなり，洋服が
衣生活の中心を占めるようになってきた。しかし，日本
の伝統文化の継承･発展の必要性という観点から見ると，
着物の果たしてきた役割と価値には大きいものがある。
　着物の素材となっている布には，古来より苧麻，麻，
絹，木綿，羊毛といった天然繊維が利用されていたが，
近年はポリエステルやレーヨンなどの化学繊維の使用
が伸びている。このような繊維の中でも，とりわけ日
本的な特徴を持つのは絹である。繭から生糸を製造す
る製糸業は，明治初期の近代化という大目的のために
基幹産業として貢献し，シルクカントリー・ジャパン
とまで言わしめた。生糸は，当時，日本各地で生産さ
れ，主には高級な着物として消費されただけでなく，
欧米に輸出されて莫大な外貨を得た。さらには絹織物
として海を渡り，日本の織物技術と文化の秀逸性を知
らしめた，私たちにとっては特別な意味をもつ繊維な
のである。このような絹を中心とした様々な繊維や布
のもつ価値を再発見し，未来に向けて思考を展開させ
て伝統文化を継承発展させることは，若い世代に向け
ての衣生活教育の重要な課題である。
　総じていえば，衣生活の学習には，①衣に関する科
学を学び，科学的な思考方法を身につけて日常生活を
合理的なものに改善することができる，②針と糸と布
を使ったものつくりの体験により，手指の巧緻性が高
まるとともに，ものを創造することの楽しさを味わい，
また忍耐の必要性を実感して，精神を豊かに育むこと
ができる，そして③わが国の世界に誇るべき布や衣
服・衣装の学習を通してこれらに対する敬意が芽生
え，伝統文化を継承発展させようとする気持が生まれ
て，これが日本人としてのアイデンティティに結びつ
く，という教育的価値が備わっている。
　それでは，高等学校家庭科『家庭基礎』において，

①②③を同時に組み込んだ衣生活学習は可能であろう
か。私どもは，これまでの衣生活に関する共同研究の
過程で，苧麻・木綿・絹といった天然繊維からできた
『布のちから』がいかに人々の暮らしに大きな影響を
与えてきたかについて理解することができた。そこで
本研究では，先述のように日本の近代化のための主要
産業として大きな役割を果たした生糸・絹，そして現
在でも脈々と各地に受け継がれている天然繊維や天然
染料による染織，さらには19世紀末から20世紀初頭に
かけて西洋のファッション革命を誘発したといわれて
いる着物のもつ『ちから』について，生徒に発見・理
解させ，それを未来に向けて発展させたいと考えた。
　本研究では，モードのジャポニスムとして西欧に熱
烈に受け入れられた着物が，コルセットによって成形
された窮屈なドレスの構造そのものを変えるという
『ちから』をもったこと，そしてこのような日本の衣
生活文化を未来へとつなぐ方途について考えさせる授
業を『家庭基礎』で実施し，アンケート等を通して学
習効果を測ることを目的とした。その上でこのタイプ
の授業をモデル化するための視点を得ることにした。

２．先行研究としての衣生活領域の授業実践
（１）他民族の衣生活を取り上げた授業実践
　先述したとおり，日本では，近年，ポリエステルを
初めとする化学繊維の使用が増大し，天然繊維を使用
した衣類の割合は低下している。加えて，天然染料に
よって糸や織布の染色を行っている工房は各地を見廻
しても数少なく，さらに手織機による織布の製造に
至っては，備後絣，大島紬，結城紬，十日町紬などの
伝統的織物の産地で僅かに行われているのみである。
　このようなことから，自然界から天然繊維を取り出
し，糸に紡いで手機にかけ，布を織り天然染料で染め
て，手縫いで衣服をつくる，といった人間本来の営み
は，わが国では今や殆ど見ることができなくなってい
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る。しかし，世界にはまだこの本来的な衣生活の営み
を守り続けている人々が存在しているのである。
　例えば，ラオス，ベトナム，タイの高地に住む「モ
ン族」はそのような人々であり，『針と糸の民』とい
われるほど刺繍の技術に優れており，また天然藍によ
る染色にも秀でている。麻を栽培し，その繊維を取り
出すところから始めて，織布，染色，刺繍，縫製とい
う全行程を手作業で進めて作る民族衣裳は，実用性を
越えて芸術的なものとして，世界から注目されている。
　このようなモン族の衣生活を学ぶことによって，日
本の伝統的な衣生活文化を発見し，その重要性を再認
識してこれからの生活に役立たせる力を養うきっかけ
となると考えた。そこで私どもは，平成20年度の学部・
附属共同研究において，広島大学附属高等学校１年生
を対象とした「モン族」の衣生活をテーマとする実験
授業を実施した。その結果，生徒の興味と学びにおい
て，高い効果を上げたことが明らかになった1）。
　その後，平成22年には，附属福山高等学校において，
①保育園訪問の際に持参する布絵本の製作と②モン族
の衣生活の学習，そして③新しい研究課題である『モー
ドのジャポニスム』を統合する実験的な授業を実施し
た。これは，今回の研究を先導するものであったこと
から，以下にその授業構成と要点を略記する。
（２）附属福山高等学校における「モードのジャポニ
　　スム」を取り入れた衣生活の授業実践
　2010年９月29日～ 11月19日のうちの10時間及び課
外の時間を充てて，附属福山高等学校１年B組（40人）
を対象として「モードのジャポニスム」を取り入れた
衣生活領域の授業を実施した。授業者は高橋美与子教
諭であった。授業は以下のように構成した。
（指導計画）
（１）「針と糸の民モン族」について� ２時間
（２）自分の衣生活を振り返る� １時間
（３）「南部菱刺し」，「BORO」について� １時間
（４）着物について� １時間
（５）モードのジャポニスムの研究とまとめ� ３時間
（６）新たな衣生活観を創る� ２時間
（７）�この他に保育・家族生活の時間を使った小物の製

作に６時間及び課外での調べ学習に数時間を予定。
（指導内容の概要）
（ア）保育園に持って行く名札や布絵本の製作，家族
へのお守り作りなどを通して個性を生かした作品を創
造するとともに，針と糸に親しませる。

（イ）着物や自分の衣生活についてテーマを一つ選ん
で調べさせる。（夏の課題）

（ウ）「針と糸の民・モン族」と「BORO」等のビデオ
を視聴させる。モン族のスカート，南部菱刺しや襤褸
の学習を通して，人と衣生活の関わりについて，衣は
身につける目的以外にも役割があることを理解させる。

（エ）日本の伝統的衣である着物について学習する。

①手作りの体験からその楽しさや達成感を感じる。

②縫うための基本作業を身につける。

③�身近な衣服の繊維の種類や特徴など，布地に関する基本的な知
識を身につける。

①　着物について
　　・着物の種類，構成，歴史などを調べる。
　　・着物について身近な人の意見を聞く。
　　・自分の生活と着物の関わりについて考える。
②　自分が持っている衣服について
　　・制服やジーンズなど自分がよく着る衣服について，その歴
　　　史などを調べる。
　　・自分が持っている衣服の種類や特徴から自分の衣生活につ
　　　いて考える。
　　・お気に入りの衣服のブランド，布地や繊維の種類，手入れ
　　　方法などについて調べる。

①�モン族のスカートや日本の着物に昔から使用されている麻・
絹・木綿といった天然繊維や藍染の特徴・役割を理解し日本や
他国の衣文化や着物を含む民族衣装に関心を持つ。
②身近な被服材料についての知識を深める。
③�モン族の衣装や南部菱刺し，襤褸に込められた家族への思いを
理解し，人と衣の関わりの深さと衣が身近な人たちに思いを伝
えるための手段になることに気づくとともに，刺繍やまっすぐ
で細かい縫い目などの手の技に注目する。
④アジアの他民族の生活に関心を持つ。

①歴史，構成，種類，布地，マナーなど着物に関する基礎的な知
識を得る。着物の奥深さについて考える。

（オ）着物が西欧のファッションにどんな影響を及ぼ
したのかを班別にテーマを決めて調べ，発表させる2）。

（カ）「モードのジャポニスム」の学習を通して，着物
が西洋のファッション革命に与えた影響について理解
させ，着物に対して抱いていた価値観を変化させる。

①西欧に渡った「ヤポンセロッケン」とは何か
②着物地を使用して作ったヨーロッパのドレスについて
③着物姿で西洋の人々を魅了した「川上貞奴」について
④日本の絹織物・着物ガウンなどを輸出しジャポニスムの先駆け
　となった「椎野正兵衛」について
⑤西洋のファッションに欠かせなかったコルセットについて
⑥着物のゆったりとしたデザインを洋服に取り入れたデザイナー
　「ポール・ポワレ」について
⑦着物の直線裁ちでドレスをデザインした「マドレーヌ・ヴィオ
　ネ」について
⑧新ジャポニスムについて

①1600年～ 1800年にかけて日本の着物を改良して作られた室内着
　がゆったりとした着心地の良い形や綿入れの技術と暖かさ，豪
　華な生地の魅力で，ヨーロッパで人気を得る。また着物の生地
　から多くのドレスが作られていった。
②1900年頃には，着物の直線裁ちの構成を生かしたドレスがデザ
　インされ，コルセットでウエストを締め付けるというデザイン
　に取って代わっていった。

（キ）自分の衣生活を振り返り新たな衣生活観を創る。
①着物の構成を新デザインに取り入れていった「ポール・ポワレ」
や「マドレーヌ・ヴィオネ」の考え方から学ぶ。
②今まで当たり前だと考えていた自分の衣生活を，これでいいの
かと振り返ってみる。
③様々な情報を取り入れることで，新たな考え方が生まれてくる
ことを実感し，これからの衣生活に活かす。
④情報に振り回されるのではなく取捨選択することが大切。
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　以上の取り組みは，日常的な衣生活の理解と技能習
得という従来の範囲を越えて，日本と他国間の衣装の
交流史と着物のちからを発見させる学習の可能性を示
した。
３．本研究における授業構築の視点と学習指導の実際
（１）『モードのジャポニスム」の授業構築の視点
　先の附属福山高等学校での授業実践を踏まえながら
も，今回は異なった視点から，「モードのジャポニス
ムを通して日本の布と着物のちからを発見する衣生活
領域の授業」の開発を行った。実験的な授業は，広島
大学附属高等学校1年5組において，2012年11月７日か
ら12月１日（土）のうち５時間かけて実施した。授業
者は日浦美智代教諭であった。
　ファストファッションということばが流行し，現代
の衣生活を取り巻く状況は，近年大きく変化してい
る。大量生産・大量消費されることにより廃棄されて
いる衣服の量は年間約100万トンとも150万トンともい
われている。廃棄衣料の多くがリサイクルされること
なく焼却や埋め立てにされているのが現状である。生
活にとって欠かすことのできない存在であり，毎日身
につけている衣服であるにもかかわらず，我々は，こ
の衣服がどこでどのように生産されているのか，どう
して低価格で販売されているのか，その実態について
知らないことがあまりにも多すぎるように思われる。
　2011年３月，予想もしなかった未曾有の東日本大震
災が起こった。震災後，誰もが家庭生活のあり方を見
つめること，生活の中で科学技術に依存しない伝統的
な生活のあり方についてあらためて具体的に考える意
識が高まってきた。
　生活文化は時代背景や社会の影響を受けながら変容
するものである。現代では，生活スタイルの変化にと
もない，生活着として和服は洋服に変わっている。着
物は，私たちの家庭生活の中で母親から娘へと受け継
がれてきた。着付けも一人では簡単にできないため，
母から娘へと伝えられてきたものである。着物や織物
を通して，日本の伝統的な生活文化の背景と人々の願
い，生活の知恵について再考させたいと考えた。
　第２次･第３次の授業は，「モードのジャポニスム」
を通して，これまで連綿と受け継がれてきた日本の伝
統文化，生活文化を未来へつなげていくためにどうあ
るべきなのかを考えさせる授業を試みた。生徒には，
第２次に映像資料「ファッションデザインのジャポニ
ズム」（1994年５月23日NHK教育放映）（表１）を視
聴させ，また対応する図録を与えた。さらに実物の衣
装にふれさせて，日本文化，着物が西欧モードに与え
た影響について理解するように授業を組み立てた。
　第３次では，モードのジャポニスムの視点から衣装

に関する日本と西欧文化との交流の歴史を知り，日本
の伝統を未来へつなぐということについて考えさせ
た。
　以上のように，21世紀に残したい，次の世代へ伝え
たい日本の伝統文化をプロジェクトするというテーマ
の流れの中で，実験的な授業を展開し，これまで生活
の中で世代を超えて受け継がれてきた衣装や織物，布
素材への考察を通して，伝統文化再発見の切り口とし，
伝統を未来へと橋渡しをすることを目標とした。
（２）学習指導の実際
　全５時間の学習過程は表２に示したとおりである。
授業目標は，次の３つとした。
①�衣生活文化に関心を持ち伝統的な衣生活文化を知
る。
②�「モードのジャポニスム」から，日本の着物が西欧
の衣装に影響を与えたことを知る。
③伝統文化を未来へつなぐことについて考える。

表１　�映像資料「ファッションデザインのジャポニズ
ム」の内容
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表２　学習過程
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４．アンケート等による授業の評価
（１）実物衣装を観察した生徒の感想・気づき
　第２次では，「ジャポニスム」と「西洋の衣装革命」
に関連した実物衣装を生徒に観察させた。その際の感
想・気づきを表３に示した。実物に触れたことにより，
美しいシルク生地を使用し，装飾を加えて魅力的な形
に仕立てられたドレスだが，コルセットを必要とする
いかにも小さな服であり，どれほど体を締め付けなけ
れば着ることができなかったのか，思いをはせていた。
（２）第３次２時間目の授業より生徒発表「『ジャポニ
　　スム』私の発見」から
　○モードのジャポニスムは過去から存在していて，
今でも続いている。芸術は発想からつくられるが，ま
だその元となる発想は出つくしていないし，出つくす
こともないだろう。創作の源となる人の発想が絶えな
い限り，ファッションデザインの可能性も絶えること
はないのではないかと思う。和服と洋服の融合も発想
の発展に大きく貢献すると感じる。

　○日本でも英語，フランス語，ドイツ語など外国の
言語がプリントされている服はたくさん売られてい
る。日本人はそういったデザインの服を漠然とかっこ
いいと感じ，洗練されていると思う。
　同じように日本語がプリントされた服が外国で通用
してもいいのではないかと思った。しかし，普通のひ
らがな，カタカナ，漢字では言葉の意味によってはかっ
こわるいものになってしまうこともありうる。だから，
このドレスは和風でありながらそのかっこよさを失わ
ずに洗練された印象を与えられているので，良い服だ
なと思った。
　○着物とそっくりな服だけど，柄が着物っぽいから
そう見えるだけで，実は生地や形も洋服と同じような
ものを使っている。日本の着物の柄と生地に古い帯の
一部も使われていて，洋と和の調和された服だと思う。
　○ジャポニスムとは，日本のゆったりとした着心地
や模様とヨーロッパのデザイナーの感性がまざって，
はじめて作られているものだということが分かった。

表３　実物衣装の特徴と生徒の感想･気づき
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（３）第３次２時間目授業より生徒発表「これからの
　　ファッションデザインの可能性」から
　○ある国の文化を他の国の技術で創り上げること
で，一味違った服ができる。さらに相互の文化を理解
し合うことによって国際貢献さえも可能となる。世界
のある限られた地域でしか入手できない原料を世界に
幅広く輸出し，その貴重さをいかすことができる。各
国独自の技術が合わさりとても大きな一つの技術と
なって革新的な衣服を次々と作り出せる。
　○日本は19世紀半ば，ジャポニスムを引き起こし，
伝統芸能歌舞伎や能，さらには折り紙，武具，漢字，
和紙，最近ではマンガなどにおいて「日本」のデザイ
ンが使われている。三宅一生さんは1991年に「プリー
ツプリーズ」を生み出した。国内繊維産業の粋を集め
た素材と技術，独自の発想，行動する女性のために作
られた時代性があり，世界中で愛され，これまでに27
カ国で435万枚が売れたという。これからのファッショ
ンデザインは，時代性をふまえ，新しい日本の姿を象
徴するようなものもあってもよいだろう。また，年齢
層など特定せず，多くの世代に親しまれる服もあって
いいと思う。図録「モードのジャポニスム」（京都服
飾文化研究財団）に掲載されているシャネルのシル
ク・サテン，着物風の打ち合わせになったドレスは，
個人的には「未来へつながるこれからの服」だと思う。
なぜなら，派手なデザインを避け，しかも，全体のシ
ルエットは日本の着物を感じさせているからである。
（４）アンケートに見られる生徒の意識
　「モードのジャポニスムを通して日本の布と着物の
ちからを発見する衣生活領域の授業」では，学習前と
学習後にアンケート調査を行った。事前と事後の調査
項目は基本的には同じものとした。事前調査は，授業
実践を行う１年５組37名を対象として，2012年11月７
日（水）に実施した。事後調査は，同年12月５日（水）
に実施した。
　事前と事後の調査では，「モードのジャポニスム」，
「布そのものや製作への関心」，「伝統文化の学習への
意識」ついて尋ねた。（図１）が示しているように，「モー
ドのジャポニスムを知っているか。」という質問に対
して，クラス全員の生徒が知らない，と答えた。次に，
（図２）が示しているように，「モードのジャポニスム
への興味はあるか。」という質問に対しては，「とても
興味がある」もしくは「やや興味がある」と答えた生
徒は65％であった。29％の生徒は「あまり興味がない」，
「全く興味がない」と答え，５％の生徒は「わからない」
と答えた。このように「ジャポニスム」とは何か，生
徒にとっては全く未知の状態から授業はスタートした
が，生徒の半数以上は，この学習に興味を示していた。

図１　モードのジャポニスムの認知度

図２　モードのジャポニスムへの興味
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　今回，学習効果を測るために，アンケートは33の質
問項目で構成した。項目の大部分は表４・表５に示し
たとおりである。項目毎に「とてもそう思う」，「やや
そう思う」，「どちらともいえない」，「あまりそう思わ
ない」，「そう思わない」を尋ねて，それぞれに５，４，
３，２，１点を与えた。図３は，各項目の学習前と後の
得点の変化を示したものである。

表４　布や縫うことに対する意識を知るための質問
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図３　学習の事前と事後の意識　（１）
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表５　�衣生活の文化や歴史に関する知識と意識を知る
ための質問

図３　学習の事前と事後の意識　（２）
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　（図４）が示しているとおり，授業実践後のアンケー
ト調査では，「モードのジャポニスムに関する授業に
対して，興味・関心をもつことができたか。」という
質問に関して，「大変できた」は30%（11人），「やや
できた」は59％（22人）「あまりできなかった」は
11％（４人）となった。前２者をたし合わせると，こ
の授業に興味･関心をもった生徒は89％と高い数値に
なった。授業の前後で興味に関して差があるかどうか
を知るためにt検定をしたところ，１%の危険率で有
意差が見られ，事後に確かに意識が高揚したことが示
された。
　（図３）は，表４・５に記した各質問について，事
前と事後の肯定･否定の割合を示したものである。「Ｑ
９」を除く全ての項目において，事後が肯定的な反応
を示していることから，今回の授業が高い効果をあげ
たことが分かる。統計的な確証を得るために，各項目
について�t�検定を行ったところ，事前と事後で有意な
差が見られたのは，「Ｑ１」（１%の危険率），「Ｑ２」（１
%の危険率），「Ｑ３」（５%の危険率），「Ｑ14」（１%
の危険率），「Ｑ15」（1%の危険率），「Ｑ29」（１%の
危険率）であった。
　「Ｑ１」，「Ｑ２」，「Ｑ３」において有意差が見られ
たことは，今回の授業が，布による製作の機会をもた
なかったにもかかわらず，自己と布・衣服との関係を
強めるという効果を有した，と解釈できる。また「Ｑ
14」と「Ｑ15」については，衣装の実物を教室に展示
し，間近で観察をさせたり，素材に触れさせたことに
よって有意差が出たと思われる。「Ｑ29」については，
「モードのジャポニスム」の学習によって，日本と西
洋の服飾文化がまぎれもなく交差した時代があったこ
とを認識し，衣装を巡る歴史的な事実を学ぶことに楽
しみや意義を見出したということであろう。
　以上に加えて，学習後に，「モードのジャポニスム
を知ることで刺激になったことは何か。」という質問
をした。50％以上の生徒が答えたのは，「日本の伝統
の持つ力」（23人），「着物の美しさ」（22人），「伝統か
ら新しいものを生み出すちから」（20人），「概念にと

らわれないデザイナーの発想」（18人）ということで
あった。
　このように今回の授業は，通常の家庭科授業の範囲
を超えて，衣生活の歴史や文化の世界に生徒を誘い，
この領域の学習に新しい価値を付加することになっ
た。
（５）ワークショップの実際
　2012年12月１日（土），広島大学附属中等教育研究
大会において「モードのジャポニスム—布の力再発
見—」というテーマで家庭科ワークショップを行った。
　着物は日本の伝統的な衣装である。明治以来，日本
のファッションは西欧をお手本にしていると思われて
きたが，実は日本が一方的にまねたものではない。着
物が西欧のファッション変革に影響を与えたことは，
「モードのジャポニスム」として深井晃子氏らによっ
て研究が深められている3）。今回のワークショップに
おいては，「モードのジャポニスム」と「西洋のファッ
ション革命」を感じ取ることのできる衣装を展示し
た。それらは，1900年代初頭に欧米に輸出された着物
風ガウン，19世紀後期に西欧で流行したバッスル・ス
タイルのドレス，衣装革命後のアール・デコのフラッ
パードレス，西欧で好まれ，ルノワールの絵画「エリ
オ夫人」に描かれている衣装に似た武家階級の着物
（藤・秋草・水紋などの刺繍と摺匹田）など17点であっ
た。
　ワークショップではインド更紗の解説，インド更紗
の小物製作を含めて３テーマを入れたため，時間不足
のため展示された衣装の詳しい解説ができなかった。
衣装を展示することの意義，実物の衣装展示の解説方
法，モードのジャポニスムをテーマにした衣装のディ
スプレイ方法を工夫することが今後の課題である。

５．授業モデルの構築に向けて—おわりにかえて
　今回の授業は，「モードのジャポニスム」をコアと
しながらも，現代社会における廃棄衣料品の問題や三
宅一生の東北布紀行にまで内容が及ぶ，質・量ともに
充実したものであったと自己評価している。したがっ
て，表２に示した学習過程に沿って，授業モデルを構
築することが可能である。ただしその際には，展示衣
装をどのように授業展開へ位置づけるか，授業実践に
いかに活用していくか，という点について考察を深め
るとともに，意味ある布を材料とした小物製作を学習
活動の最終段階に据えるなどの改善を加えて，モデル
の質的向上を図ることが不可避であると考えている。
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